
令和５年度

全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果

令和５年１２月
北九州市教育委員会

【概況】

取扱注意

【公表に関わる日程について】

公表日時
○ラジオ・テレビ・インターネット １２月２２日（金）１７時
○新聞 １２月２３日（土）朝刊

※公表前のため、取り扱いに注意いただきます
ようお願いいたします。



令和５年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査

・ 体力合計点において、本年度の全国平均を男女共に上回った。
・ 男女共に、８種目全てにおいて、全国平均と同等以上であった。

体力合計点の経年比較（小学校）

本年度結果（小学校）

調査の概要

● 実技に関する調査（実施期間：６月～７月 シャトルランのみ５月中旬から６月上旬に実施）

● 質問紙調査

【調査の対象とする児童生徒】

小学校第５学年 特別支援学校小学部第５学年

中学校第２学年 特別支援学校中学部第２学年

【調査種目】 小学校８種目 中学校９種目（２０ｍシャトルランと持久走のどちらかを選択）

※ は、全国平均値と同等以上の項目。

１

（５０ｍ走は数字が小さいほどよい。）

Ｒ４全国 Ｒ４本市 Ｒ５全国 Ｒ５本市 Ｒ４全国 Ｒ４本市 Ｒ５全国 Ｒ５本市

① 握力（㎏） 16.21 16.29 16.13 16.30 16.10 16.24 16.02 16.35

② 上体起こし（回） 18.86 18.72 19.00 19.17 17.97 17.46 18.05 18.36

③ 長座体前屈（㎝） 33.79 34.05 33.99 34.49 38.18 38.12 38.47 38.88

④ 反復横とび（点） 40.36 39.47 40.61 40.75 38.66 37.90 38.74 38.78

⑤ 20ｍシャトルラン（回） 45.92 46.86 46.91 49.29 36.97 38.13 36.81 39.26

⑥ 50ｍ走（秒） 9.53 9.51 9.48 9.48 9.70 9.69 9.71 9.70

⑦ 立ち幅とび（㎝） 150.83 151.13 151.16 152.47 144.55 144.81 144.34 145.97

⑧ ソフトボール投げ（ｍ） 20.31 21.34 20.51 21.39 13.17 13.31 13.22 13.51

体力合計点（点） 52.28 52.55 52.60 53.38 54.31 54.12 54.29 55.18

測定項目 小５年　男子 小５年　女子



令和５年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査

・ 体力合計点において、男女共に、本年度の全国平均を上回った。
・ 全国平均と同等以上の種目数（９種目中） 男子：８種目 女子：７種目

体力合計点の経年比較（中学校）

本年度結果（中学校）

成果と課題

（★ 中学校は、持久走［男子1500ｍ・女子1000ｍ］と２０ｍシャトルランのどちらかを選択。また、持久走と５０ｍ走は数字
が小さいほど良い。）

※ は、全国平均値と同等以上の項目。

○ 小・中学校男女共に、体力合計点で全国平均を上回った。
○ 令和４年度と比べ、小・中学校ともに多くの種目で全国平均を上回った。小学校では、全ての種目について全国を
上回った。

● 体力合計点については、全国平均と比較すると上回っているが、コロナ禍前をピークに低下傾向にある。
【考察及び今後の方向性】
・ 「体育『好きっちゃ』プログラム」の活用や学びチャレンジリーディング校の公開授業等により、体育の授業改善に取り組
んできた成果が表れている。引き続き、「体育・保健体育が楽しい」「運動が好き」という子どもの育成を目指した授業
改善に取り組み、体力の向上を図っていく。

２

Ｒ４全国 Ｒ４本市 Ｒ５全国 Ｒ５本市 Ｒ４全国 Ｒ４本市 Ｒ５全国 Ｒ５本市

① 握力（㎏） 28.99 29.89 28.98 29.72 23.21 23.48 23.12 23.64

② 上体起こし（回） 25.74 26.05 25.71 26.24 21.67 21.58 21.53 22.08

③ 長座体前屈（㎝） 43.87 45.62 44.04 46.29 46.07 47.11 46.26 47.52

④ 反復横とび（点） 51.05 51.43 51.19 51.95 45.81 45.64 45.65 46.35

⑤ 持久走（秒）★ 409.81 411.48 409.92 413.28 302.89 303.38 307.02 320.97

⑤ 20ｍシャトルラン（回） 78.07 79.38 77.76 80.12 51.60 50.85 50.46 51.41

⑥ 50ｍ走（秒） 8.06 7.98 8.01 7.86 8.96 8.95 8.95 8.86

⑦ 立ち幅とび（㎝） 196.89 200.49 196.97 201.52 167.04 169.09 166.21 170.70

⑧ ハンドボール投げ（ｍ） 20.28 20.64 20.32 20.51 12.45 12.41 12.36 12.13

体力合計点（点） 41.04 42.89 41.18 43.46 47.42 48.27 47.08 48.65

測定項目 中２年　男子 中２年　女子



【運動への意欲・運動習慣について】 ～児童生徒質問紙～

質問番号１ 【運動（体を動かす遊びを含む】やスポーツをすることは好きですか。

【小学校】

【中学校】

○ 「運動（体を動かす遊びをふくむ）やスポーツをすることは好きですか」について、肯定的な回答をした児童
生徒の割合は、小中学校男女ともに全国平均を上回った。

○ 全国と比べ強い肯定である「好き」と回答した児童・生徒の割合が多い。
● 中学校女子は全国比＋２．６ポイントと改善が見られたが、全国的に課題となっている。

３



【学校での授業について】 ～児童生徒質問紙～

【小学校】

【中学校】

質問番号小９ 質問番号中９【体育・保健体育の授業は楽しいですか】

○ 「体育・保健体育の授業は楽しいですか」について、肯定的な回答をした児童生徒の割合は、小中学校
男女ともに全国平均を上回った。

○ 中学校女子が全国比＋５．３と大きく上回った。「男女共習」が進んだことや、運動やスポーツの多様な
楽しみ方を共有することができるような授業改善の成果が表れている。

４



 

令和５年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の概要 

 

１ 調査の目的 

 ○ 国が全国的な子供の体力の状況を把握・分析することにより、子供の体力の向上に係

る施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

 ○ 各教育委員会が自らの子供の体力の向上に係る施策の成果と課題を把握し、その改善

を図るとともに、子供の体力の向上に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 ○ 各学校が各児童生徒の体力や運動習慣、生活習慣等を把握し、学校における体育・健

康等に関する指導などの改善に役立てる。 

 

２ 調査対象 

⑴ 児童 

小学校、義務教育学校前期課程及び特別支援学校小学部の５年生全員 

⑵ 生徒 

  中学校、義務教育学校後期課程、中等教育学校及び特別支援学校中学部の２年生全員 

ただし、特別支援学校及び小・中学校の特別支援学級に在籍している児童生徒について 

は、その障害の状態等を考慮して、参加の是非を適切に判断する。 

 

３ 調査内容 

⑴ 児童生徒 

 ① 実技に関する調査 

  ア 小学校調査 

   ［８種目］握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、２０ｍシャトルラン、 

        ５０ｍ走、立ち幅とび、ソフトボール投げ 

  イ 中学校調査 

   ［８種目］握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、持久走（男子１５００ｍ、

女子１０００ｍ）又は２０ｍシャトルラン、５０ｍ走、立ち幅とび、 

ハンドボール投げ 

        ※ 持久走、２０ｍシャトルランのどちらかを選択 

 ② 質問紙調査 

   運動習慣、生活習慣等に関する質問紙調査 

⑵ 学校に対する質問紙調査 

  子供の体力の向上に係る学校の取組等に関する質問紙調査 

⑶ 教育委員会に対する質問紙調査 

  子供の体力の向上に係る施策等に関する質問紙調査 

 

４ 本市における調査対象 

⑴  小学校及び特別支援学校小学部５年生：１２９校 

男子 約３,８００人、女子 約３,６００人、計 約７,４００人 

⑵  中学校及び特別支援学校中学部２年生：６６校 

男子 約３,４００人、女子 約３,３００人、計 約６,７００人 

参 考 


